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目的 遠隔転移切除後の役割を明らかにする 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

174 例の遠隔転移切除患者 
生存期間中央値（2 年生存率）は、 
全切除患者：7 月（15.8％） 
根治的切除：17 月（36.1％） 
非根治的切除：6 月（12.7％） 
切除なし：4 月（8.1％） 
 

結論 

遠隔転移の切除は根治的にできれば有効である。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ IV ） 
 
重要な論文である。 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




